
DOCとは？：drow or Choice の略であり、表の項目を山札からカードを表にしてカードの内容に対
応する項目にする（draw) か、自分で好きな項目を選ぶ（choice）かを、選ぶことができます。

調査シーン用・調査表

◆ 調査表・ベーシック（ＤＯＣ）
カード 内容 解説

２ 聞きこみ
（一般人） 一般人に聞き込みをしてみよう。どんな方法で話を聞き出すべきか……。

３ 文献調査 犯人について古い文献を調べてみよう。古い知識が役に立つかもしれない。

４ ウェブ
     調査

インターネットを使って事件に関する情報を調べてみよう。ある意味で地
道な調査だ。

５ 現場検証 現場検証は調査の基本。見落としているものがないか、もう一度調べよう。

６ 検死／
　見舞い 被害者の検死結果を確認したり、見舞いにいって情報を引き出してみよう。

７ 専門家を
訪問

事件に関する専門家を訪れて、意見を聞こう。話を聞けるとよいのだが
……。

８ 聞きこみ
（裏社会）

裏社会の住人に聞き込みをしてみよう。少し荒っぽい方法になるかもしれ
ない。

９ 過去の
洗い直し

過去の似たような事件の資料をあたってみよう。思わぬ収穫があるかもし
れない。

情報屋
 との交渉 情報屋に交渉し、役に立つ情報を引きだそう。一体、何を要求されるやら。

Ｊ 聞きこみ
（吸血鬼）

吸血鬼のコミュニティに聞き込みをしてみよう。さて、どんな方法でアプ
ローチしようか。

Ｑ 遺留品 事件の遺留品をチェックしてみよう。意外な手がかりが見つかるかもしれ
ない。

Ｋ 追跡 みよう。

Ａ 他組織
 との交渉

他の組織と交渉し、有益な情報を引き出してみよう。うまくいけばよいの
だが……。

Joker ……？

◆ 調査表・ダイナミック（ＤＯＣ）
カード 内容 解説

２ 突然の
     抗争

情報提供者と会っている最中、いきなり裏社会の抗争に巻き込まれた。な
んとか脱出しよう。

３ 色仕掛け 有益な情報を持っている相手は、どうやら色仕掛けに弱いらしい。腕の見
せどころだ。

４ 返り討ち
（眷属）

敵の配下と思しき連中が襲いかかってきた。返り討ちのついでに、情報も
得ておこう。

５ チェイス 有益な情報を持っている相手が逃走中だ。何としてでも捕まえて、情報を
吐かせよう。

６ 盗聴／
ハッキング

事件の情報は簡単には手に入らないらしい。ならば、盗み出してやろうじ
ゃないか。

７ 力試し 強さを証明できれば、情報を渡してくれるらしい。うまく手加減して、ほ
どほどにのしてやろう。

８ 返り討ち
（裏社会）

裏社会の住人が襲いかかってきた。迷惑料代わりに、知っていることを吐
いてもらおう。

９ 血の代償 情報の見返りとして吸血鬼の抹殺を依頼された。やれやれ、悪いがこいつ
も仕事でね……。

スピリチ
ュアル

たまには、占いや天啓に頼るのも悪くない。重要なのは解釈だ。さて、ど
んな結果になるやら。

Ｊ 返り討ち
（吸血鬼）

吸血鬼が襲いかかってきた。有益な情報を持っているかもしれない。殺す
のは後にしよう。

Ｑ 仲間の
      遺言

なんということだ！ 同じ組織の仲間が犠牲になってしまった。今際の遺言
を聞き取らなければ。

Ｋ ゲーム！ 情報をかけてゲーム（ギャンブル）を行なうことになった。実力かイカサ
マか。どっちを使う？

Ａ アジト
     襲撃 敵の拠点のひとつ発見した。速やかに襲撃し、手がかりを得るとしよう。

Joker ……？

　調査表は調査シーンのシチュエーションを表現する際の補助として使用
します。もしシーンプレイヤーが自分で行ないたいシーンの希望がある場
合、調査表を参照しなくてもかまいません。なお、調査表は異なるシチュ
エーションを表わすものであり、どの表を選んでもゲーム的な有利／不利
はありません。
　また、調査表を参照する際は、シーンカードの数字をもとにします。山
札からシーンカードを出したあと、あらためてもう 1枚カードを出さな
いように、気をつけてください。

▼調査表について
　調査シーンでは、山札から1枚カードを出して「シーンカード」にします。
　シーンカードには、次の３つの使い方があります。
①調査表の参照：

②調査への使用：

③手札に加える：

▼シーンカードの使い方


